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Special issue-2
岩槻キャンパス課外活動レポート

学業との両立を図り、仲間と取り組む活動
必ず将来の糧に 輝く目白の星

力を合わせて勝ち取った
CM学生賞グランプリの快挙

社会学部メディア表現学科
河合良文ゼミ制作チーム

Special issue-1
キャンパスライフ in目白学園

緑豊かな校内と先生の熱心な指導が
自慢できる学園です

3・11 東日本大震災が発生
目白大学の被害と支援活動について
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　女子教育の先導役として、88年という長い歴史を歩ん

できた目白学園。平成6年に開学した目白大学は男女共学

の総合大学として急速な成長を遂げ、今では目白研心中学・

高校から、短大、大学、大学院までを擁する総合教育機関

へと発展しています。そんな本学園に中学・高校から通い、

そのまま目白大学で学ぶ道を選択した4人の学生の皆さん

に、本学園で学ぶ魅力を語ってもらいました。

　目白研心中学校・高等学校は、大学の文系学部と短期

大学部、大学院がある新宿キャンパス内にあり、中学・高

校時代から運動会やオープンキャンパスなどを通じて、大

学を身近に感じられる環境にあります。また、国際社会で

通用する英語力の基礎を作る「A
エ ー ス

CE プログラム」などによ

る英語教育は、「英語の目白」と呼ばれるほど、常に高い評

価を受けてきています。

宮鍋「私は中学から通っています。『英語の目白』は有名だっ

たので、英語の勉強がしたくて入学しました。中学３年生の

ときにカナダへ修学旅行に行ったのが思い出深いですね。

約2週間ホームステイをしたのですが、英語だけでなく文

　大学進学という人生の中でも大きな選択をするときに、

同じ法人の目白大学を選んだ４人。その決め手は、大学の

目白研心時代の大切な思い出を紹介します。

卒業生みんなが薦める
「英語の目白」

学び継がれる魅力の一つ
クラス担任制で熱心な指導

チャレンジ精神も育てる
「育てて送り出す」目白大学

キャンパスライフ in目白学園
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■宮 鍋 恵 理 さん

中学時代はバレーボール部でした。部員のみ
んなと仲が良くて、笑いが絶えない部活でし
た。高校時代で思い出深いの
は、やっぱり桐陽祭です。高
校３年生のとき、AKB48 の
メドレーをみんなで一緒に
踊りました。

■川 上 茜 さん

１番の思い出は修学旅行です。
４泊５日で、九州７県のうち
５県をぐるっとまわりまし
た。宿泊したホテルは毎日違
う県だったし、仲の良い人同
士で班を作って行動をとも
にできたのが楽しかったです

■工 藤 千 枝 さん

やっぱり桐陽祭での和紙洋
服のファッションショー。和
紙をボンドで何枚かくっつ
けて、絵の具で色をつけ、布
のようにしてから、洋服を作るんです。先輩、
後輩、先生方と苦労しながら１つのものを
作れて感動しました。

■山 口 貴 子 さん

高校の思い出と言えば、運動会や桐陽祭、修学旅行ですね。
運動会では、キン肉マンの曲で創作ダンスを作って披露した
り、桐陽祭では、クラスで
KFC（研心フライドチキ
ン）を作って売ったりしま
した。

化についてもいろいろと学ぶことができました」

山口「私は高校から入学しましたが、『英語の目白』は有名

でした。私も英語を勉強したかったこともありますが、親

戚に目白の卒業生がいて、先生と生徒の距離が近いと聞

いていたのと、大学に看護学科が創設され内部進学の可

能性ができたことが、高校受験時の決め手でした」

工藤「私の母も目白の卒業生で、中学受験のときから薦

められていました。そのときは興味がなかったのですが、

高校受験のときに、母の思い出話をうらやましいな…と

思っていたのと、桐陽祭で開催していた和紙で作る洋服の

ファッションショーに興味をもって、この高校に入りたい

と思うようになりました」

川上「私は、子どもに関わる仕事に就きたかったので、系列

に大学があることも考えながら、この高校を選びました。

都心なのに緑に囲まれていること、交通の便がいいこと、

制服がかわいかったことも理由ですね」

先生方の熱心さやクラス担任制度にあったといいます。

宮鍋「私は兄が先に入学して地域社会学科で学んでいたの

で、兄からいろいろ聞いていましたが、自分が入学して改め

て、個性的で熱心な先生ばかりだなぁと感じています」

川上「私たちが進学するときは、新しく児童教育学科がで

きて、子ども学科とどちらにするか、すごく迷ったんです。

でもオープンキャンパスの個別相談のときに、児童教育学

科の先生方の新しい学科にかける意気込みが強く伝わっ

てきて、そこに魅かれて今の学科を選びました」

工藤「岩槻キャンパスには高校の運動会で来たことがあっ

たので、校内がキレイで施設も充実しているのは分かって

いました。そのときの印象や先生たちの熱心な指導があ

ることを聞いて、高校時代から親しみのある目白大学で学

びたいと思ったんです」

山口「クラス担任制があるのがいいですね。目白研心のと

きと同じように先生との距離が近くて、勉強だけでなく、個

人的な相談にものってくださり、温かく、そして熱く指導し

ていただいています」

川上「それと目白大学には『新しいことにチャレンジしてい

く』という精神を感じます。私は今、メジ☆スタ（目白大学入

試広報学生スタッフ）として、オープンキャンパスや入試説

明会で会場設置や案内・受付などをしています。私にとっ

てメジ☆スタは、まさしくチャレンジですね」

工藤「興味があればいろいろなことに挑戦、体験できるの

が目白の良さだと思います。私は高校時代は桐陽際で和紙

洋服のファッションショー、大学でも桐榮祭の実行委員会

に入ってがんばっています。」

　中学・高校から大学まで学んでいる４人にとって、目白

学園は「先生が熱心で温かい」「学びの環境の良さ」「チャ

レンジ精神」の３つのキーワードでまとめられるようです。

宮鍋「私は中学校から通っているので、大学を卒業するま

で10年間新宿キャンパスに通うことになります。新宿区

なのに緑がいっぱいあって落ち着くし、学びやすい環境に

あって、自慢できる学園です」

山口「岩槻キャンパスももちろん緑豊かですし、実習室や

設備が充実していて、とても学びやすいですよ」

　目白大学の教育理念は「育てて送り出す」。４人それぞ

れが自分の夢を育み、長く慣れ親しんだキャンパスを巣立

つ日まで、勉学に励んでほしいと思います。

。
中学時代のバ
レーボール部。
後列いちばん
左が宮鍋さん

鹿児島・桜島が見える高
台にて。後列左が川上さん

桐陽祭にて。前
列左から２番目
が工藤さん

桐陽祭にて。前列右側が山口さん

緑豊かな校内と
先生の熱心な指導が
自慢できる学園です

社会学部
地域社会学科・２年 人間学部

児童教育学科・２年

看護学部
看護学科・２年 看護学部

看護学科・２年宮

工
川

山
上

口

鍋

藤

恵
千

貴

茜
理

枝
子

さん
さん さ

ん

さん

2

kiri
public information

3

kiri
public information



　現在、岩槻キャンパスで学んでいる学生は保健医療学部

と看護学部を合わせて約1200名。彼らは理学療法士や

看護師など、医療のスペシャリストになるため日夜勉学に

励んでいます。文系の学科に比べて必修の授業が多く、１・

２年次には遅いときで6時限、19時30分まで授業が続

くことさえあります。また、3・4年次には臨床実習や看護

実習なども組まれています。実習では綿密な予習や準備が

不可欠なため、授業以外での学習もかなり必要です。新宿

キャンパスの学生に比べれば、比較的自分の時間に余裕の

ない学生と言えるかもしれません。

　今回ご紹介するサッカー部は岩槻・新宿の両キャンパス

　好きなこととはいえ、休日や夜遅くに時間を作って活動

するのは大変な面もあります。でも彼らは一様に、クラブ

やサークルをやっていて良かったと口を揃えます。

　「クラブ活動を通して、授業とは別の友人関係や先輩や

後輩がたくさんできました。それはとても自分の幅を広げ

てくれたと思うし、将来社会人になってからも大切にして

いきたい絆です」（サッカー部　瀧澤さん）

　「まだ終わったわけではありませんが、最後までクラブ

活動をやり遂げるというのは自信になるし、また活動を通

して成長できたと思います。これは社会に出ても強い力に

なると思います」（サッカー部　中井川さん・安藤さん）

　「子どもたちやお年寄りへのボランティアを通して多く

のことを学んでいます。私たちが目指している看護師でも

同じですが、『してあげている』という接し方ではダメ。ケ

アされる側に立って考えられるようになった点は将来のこ

とを考えても、自分がすごく成長できた部分だと思います。

これからもずっとボランティアは続けていきたいですね」

（ボランティアサークル 石川さん・副部長の大谷麻莉子さ

ん［看護学科2年］）

　授業だけでは学ぶことのできないさまざまな経験を得

ると同時に、活動を通して身につけたものは必ず将来への

糧となるはずです。

　すでに陽が沈み、あたりが闇に包まれた夜７時。夜間照

明に照らされたグラウンドに歓声がこだまします。現在埼

玉県大学サッカー連盟の2部に所属するサッカー部の練

習日は、火・水・土曜の週3日。平日は18時から21時、土

曜は9時30分から12時が練習時間です。夕方から夜に

かけての練習がメインですが、それでも「時間に関しては

厳しいと思ったことはないですね」と部長の瀧澤快至さん

（理学療法学科3年）。むしろ、条件がより厳しいのは新宿

キャンパスに通う学生です。授業の終了とともに、1時間

半かけて岩槻キャンパスへ通う副部長の安藤拓さん（人間

福祉学科3年）は、「4時限目まで授業があると、終わる

のは16時過ぎ。すぐに向かっても、到着は練習開始ギリギ

リになってしまいます。それに交通費の負担は正直大変で

す」と、活動の苦労を語ります。

　実はサッカー部には監督がいないため、部長である瀧

澤さん、副部長の安藤さんと中井川匡太さん（理学療法学

科3年）の3人で練習内容を含め全て決めています。安藤

　ボランティアサークルの主な活動は養護施設やケアハウ

スへの訪問。養護施設では、経済的な理由などで、両親と離

れて暮らしている子どもたちを対象に活動しています。

　「養護施設では、割り当てられた時間のなかで子どもた

ちと一緒に遊ぶのが主な活動です。どのようにして子ども

たちと遊ぶかは自分たちでじっくり考えます。また、ケアハ

ウスでは入居している方とコミュケーションを取りつつ、

音楽療法や運動療法などのお手伝いをしています」と語る

医療系スペシャリストを目指す
岩槻キャンパスの学生たち

厳しかったときの経験こそが
今後の自分にプラスになる

新宿キャンパスの学生も参加
1部昇格を目標にするサッカー部

養護施設やケアハウスで活動する
ボランティアサークル

岩槻キャンパス課外活動レポート
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サッカー部部長の瀧澤快至さん
（理学療法学科3年）

副部長の中井川匡太さん
（理学療法学科3年）

副部長の安藤拓さん
（人間福祉学科3年）

ボランティアサークル部長の
石川麻乃さん（看護学科2年）

副部長の大谷麻莉子さん
（看護学科2年）

さんが新宿キャンパスに在籍しているため、授業の合間に

ちょっと相談とはいかず、練習のときに密にコミュニケー

ションを取るようにしています。また、練習でいつも気をつ

けているのは、きちんとメリハリをつけること。限られた

時間を有効に使うための工夫です。

　サッカー部が掲げる目標は「1部昇格」。例年11月から

始まる秋季リーグに加え、今期からは新たに夏季リーグに

も参加することになったため、練習にも熱が入ります。

　「目標は2部で優勝して、1部に昇格すること。僕たち

3年生は2月から実習が始まることもあって、11月の秋

季リーグの終了とともに引退します。今年が最後ですから、

ぜひ目標を達成したいです」（瀧澤さん）

のは、部長の石川麻乃さん（看護学

科2年）。

　活動は土曜か日曜。学科や学年

によっても授業時間が違うため、で

きるだけ平日は避け、都合を合わせ

やすい休みの日に施設を訪問して

います。また、参加は強制ではなく、

サークルの仲間それぞれが、自分の

予定に合わせて無理なく参加でき

るような態勢を取っています。各施

設との日程調整などのほとんどを1

人で行っている石川さんの負担は

大きいですが、辞めようと思ったこ

とはないと言います。

　「普段は小さなお子さんやお年寄りとはあまり接する機

会がないのですが、ボランティアを通してコミュニケーショ

ンを取れるようになりました。実際、病院での看護学実習

でも、これまでの活動の中で培ってきた経験が患者さんと

の関わり方や接し方を学ぶ上でとても役に立ったと思って

います」（石川さん）

　学業とは別に、学生がそれぞれの興味や意欲によって自

主的に取り組むクラブ・サークルといった課外活動。共に

汗を流す仲間の存在や活動を通した社会とのつながり、授

業だけでは得ることのできないさまざまな経験など、忘れ

がたい思い出の宝庫ですが、一方で学業と課外活動との両

立はいつの時代も変わらない永遠のテーマでもあります。

そこで、今回は岩槻キャンパスで活動する2つの運動系・

文科系団体に焦点を当て、彼らの活動の様子や学業との両

立のために行っている工夫などを紹介します。

に通う学生合わせて20名、ボランティアサークルは岩槻

キャンパスの学生のみ20名程度で、それぞれ忙しい学業

の合間を縫って活動しています。

砂ぼこりも気にせず、攻め上がる目白大イレブン（芝浦工大戦）

学業との両立を図り、
仲間と取り組む活動
必ず将来の糧に
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　地震発生当時、新宿・岩槻両キャンパスには、春休み中に

もかかわらず課外活動中の大学生や目白研心中学・高校の

生徒たちが教職員とともに多数滞在していました。新宿

キャンパス10号館の最上階（9階）にいた職員によれば、「建

物の揺れ幅が大きく、まるで船に乗っているようだった」と

のこと。交通機関が完全にストップしたため、遠路を徒歩で

帰宅したり、キャンパス内での仮眠を余儀なくされた学生・

生徒や教職員が相当数に上りました。

　震災直後から、本学では特に東北出身の在学生を中心に

安否確認を続けました。その結果、誠に残念ながら、保健医

療学部作業療法学科2年の女子学生1名が帰省先の福島

県いわき市で被災し、お母様と共に尊い命を失ったことが

明らかになりました。

　将来の大いなる希望を胸に目白大学の門をくぐった学生

がこのような形でその夢を絶たれてしまったことは、本学と

して痛恨の極みというほかありません。ここに謹んでご冥

福をお祈りいたします。

　その後も余震や電力不足による混乱が続いたことから、

本学では3月の学位授与式と4月の入学式、さらに新入生

対象のフレッシュマンセミナーをやむなく中止。岩槻キャン

パスは計画停電のエリアに含まれていたことから、震災後

しばらくは学内の業務に大きな支障が生じました。

　本学では被災した学生を対象に、今年度春学期の授業料

全額を免除する措置を決定。また、本学の教育後援団体「桐

光会」と目白大学同窓会がそれぞれ、給付型の災害見舞奨

学金を設定して、被災学生の修学支援を実施しています。ま

た、電力需要の増加が予想される8月のオープンキャンパ

スを早朝8時からの開催にするなど、学園全体で節電の取

り組みを進めています。

　教員や学生、卒業生たちによる主体的な復興支援も展開

されています。言語聴覚学科長の立石雅子教授は仙台市内

で、高齢避難者などの生活機能低下へのリハビリテーショ

ン対策の一環として避難所の生活環境の整備を担当。作

業療法学科では卒業生有志が石巻市に赴き、津波で生じた

瓦礫の撤去や家屋の清掃作業に従事しました。

　新宿キャンパスでも、短期大学部製菓学科の学生が実習

で作った洋菓子・和菓子を毎週1回、1年間継続して学内

で販売し、その売上金の全額を日本赤十字社に寄付する試

みを4月からスタートしました。また、メディア表現学科の

学生有志が制作に携わっている新宿ケーブルテレビのレ

ギュラー番組「めじT
てれび

V」では、これから1年間かけてこの震

災をテーマに据える方針です。

　「何かをしたいという人はたくさんいるが、結局は、自分

ができることをしっかりやることが大事」とは、被災地での

経験を踏まえた立石教授の言葉。学生も教員も卒業生た

ちも、それぞれの立場でこの未

曾有の国難と真剣に向き合っ

ています。

3・11 東日本大震災が発生

作業療法学科の学生1名が犠牲に 本学の学生支援と学生・教員による復興支援

3月11日に発生した東日本大震災は、目白大学の学生
生活にも大きな影響を及ぼしています。震災発生当日の
模様とその後の本学の対応をお伝えします。

NEWS&INFORMATION

平成23年度の
目白学園事業計画書を公表しました。

　学校法人目白学園は3月25日に、平成23年度の事業計画
（http://www.mejiro.ac.jp/hojin/hojin2011/plan/）を公表しま
した。昨年6月にスタートした新中期計画「目白Quality 
Education の進化」（平成27年3月まで）に基づき、急速に規
模が拡大した近時の教育・研究活動や学園運営について、細
部の点検と質の一層の向上を図ることを主眼においています。
　大学教育においては、目白大学の学生が在学中に身につけ
るべき力のうち汎用的技能や態度・志向性に関する横断的能
力の育成について、平成22年度にまとめた全学共通の基本
方針を今年度よりシラバスでの授業説明や学生による授業評
価に活用しています。また、昨年秋に文部科学省で採択された
本学の就業力育成支援プログラム「MEJIRO キャリアコンピ
テンシーの創育」による就職支援や通常授業における社会人
基礎力育成プランの一環として、今年度より大学、短大双方で
新たな就業体験科目を正規の授業として開設しました。
　中学・高校は「目白研心」として平成21年に男女共学の進学

校としてスタートを
切り、今年度は第1
期生が卒業年度を
迎えます。新たな中
高一貫教育システム
の確立と進学実績
の向上を目標に、引
き続き教員の指導
力強化を図っていき
ます。
　この他、学園運営
においては内部監査
を充実させるほか、特にコンプライアンスの強化を指摘。短期
間で急激な発展を遂げた本学の自己点検を適切に行い、公益
法人としての社会的責任を全うすべく早急に取り組んでまいり
ます。

2011.1.8－9　春高バレーに
チア部が応援演技

　昨年度から1月開催になった春高バレー。
東京体育館で開催した「第63回全日本バレー
ボール高等学校選手権大会」において、本学
チアリーディング部が応援演技で参加した。
選手全員がベストなプレーができるよう、チ
ア部全員が一丸となり熱い応援を送った。

2011.2.17　スピーチ＆ドラマコンテスト
　目白研心中学校で、第34回スピーチ＆ドラ
マコンテストが開催された。各学年から選ば
れた生徒たちは、この日のために練習した成
果を堂々と発表。見事１位を獲得した生徒を
はじめ、壇上で懸命に頑張った生徒全員が頼
もしく思えるコンテストだった。

2011.4.9　目白研心中学校・
高等学校入学式挙行

　桜が満開の４月９日。目白研心中学校・高
等学校の第3期生入学式が行われた。佐藤
理事長からは「震災による電力事情で、昨年
度までの快適な学校生活が望めないかもし
れないが、どんな困難にも負けずに全員で頑
張っていきましょう」と激励の言葉が送られ、
続いて野中校長からは「勉強だけでなく心も

研いてほしい」と
いう話があった。
今年度の入学生
をもって、目白研
心中学校・高等
学校は完全共学
化となった。

2011.2.15　言語聴覚学科の学生が
植樹祭に参加

　言語聴覚学科１・２年生の有志たちが、岩
槻区のケアハウス「しらさぎ」（特別養護老人
ホーム）の完成を祝って行われた植樹祭に参
加した。「しらさぎ」は言語聴覚学科の１年生
が入居者とのコミュニケーションを図るため
の実習を行う施設の一つ。『日本の植生』を
著し、４千万本の木を植えた宮脇昭氏から、
地域の生態系にあう木を植えることの重要性
についての説明
を聞いた後、早
く生育させる植
え方の指導を
受けながら、懸
命に取り組んで
いた。

TOPICS

中学校・高校

大学・短大・大学院

2011.3.9　エネルギー管理優良事業者
最優秀賞を受賞

　本学新宿キャンパスが、関東地区電気使用
合理化委員会によるエネルギー管理優良事
業者の最優秀賞を受賞した。評価対象となっ
たのは、ヒートポンプ式給湯器や中高食堂で
の電化厨房など。
　今回は関東地区１都８県の事業者の中か

地震発生直後の岩槻キャンパスで、グラウンドに避難する学生たち

短期大学部製菓学科の学生が作った
菓子を販売、売上金は全額寄付される

学生会による新宿での
募金活動の様子

ら205件が表彰され、そのうち新宿区では本
学園と熊谷組、雪印乳業の3事業者のみの
受賞だった。

2011.3.25　第７回公共広告CM
学生賞でグランプリ受賞

　公益社団法人ACジャパンが主宰する「第
７回公共広告CM 学生賞」において、メディ
ア表現学科の河合良文ゼミの制作チームが
見事グランプリに輝いた。本学の学生は、過
去３年連続で入賞を果たしていたが、グランプ
リ受賞は初めて。今年は23校、156作品が
応募する中、芸術系の大学をはじめ、強豪校
を抑えての快挙となった。（８ページの「輝く
目白の星」の特集もご覧ください）

2011.4.24　春のキャンパス
見学会開催

　新宿・岩槻両キャンパスで、春のキャンパ
ス見学会が開催された。新宿キャンパスでは、
短期大学部の全学科が体験授業を実施。岩
槻キャンパスでは、特別企画としてベネッセ
コーポレーショングループから大学受験担当
の専門家を特別講師に招き、入試分析講演
会を開催。新宿・岩槻とも、大勢の受験生や
保護者の皆様が来場し、入試説明や個別相
談を熱心に受けていた。

目白大学の被害と支援活動について

宮城県石巻市の被災状況
（作業療法学科卒業生提供）
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　より良い社会を実現するための「公共広告」を制
作し、全国でキャンペーンを行っている公益社団法
人ACジャパン。この団体が主催する第7回公共広
告CM 学生賞において、社会学部メディア表現学
科・河合良文ゼミの制作チームが見事グランプリ
を受賞しました。受賞した制作チームに制作秘話
や受賞の感想などを聞きました。

　今回の同賞では、23校のべ156作品が応募。本学
も過去3年連続で入賞を果たしていましたが、日本大学
藝術学部や東京藝術大学など、並みいる強豪校を抑え
てのグランプリ獲得は本学初の快挙です。
　受賞作品のタイトルは「渡る世間は、みな先パイ」。お
年寄りを「先パイ」と呼ぶことで、より身近な存在として
触れ合う機会を増やして欲しいとの意図が込められて
います。キラリと光る独自のコンセプトこそが、まさに受
賞の決め手でした。
　広告を制作したメンバーは、古山沙里衣さん（制作代
表者）、山浦雅彦さん、樋口洸太郎さん、廣瀬将志さん、
井口美佳さん、岩崎真弓さんの6名。制作開始は昨年の
11月でした。しかし、最初から順風満帆だったわけでは
なく、最初の一歩こそが最大の難関でした。
　「授業の課題の一つとしてゼミの仲間と一緒に作ろう
ということになったのですが、なかなかテーマが決まら
なかったんです。何を取り上げるのか何度も何度も皆で
話し合って、結局決定したのは12月の半ば。1カ月半も
かかってしまいました。制作過程の中で、テーマの決定
が一番大変でした」と古山さんは語ります。
　公道での自転車のマナーや動物との共存など、いくつ
かのアイデアを経て最終的に選んだのは「高齢者」とい
うテーマでした。
　「私たち若い世代は、お年を召した方とのコミュニ
ケーションがあまり得意ではない人が多いと思います。
しかし、高齢社会の現状を考えるとそれではいけないん
じゃないか、というのが出発点でした。若者とお年寄り
の触れ合いを円滑に進めるにはどうしたらいいか。実際、
私の祖母が『おばあちゃんとは呼ばれたくない』と言って
いたのと、自分が年をとってもお年寄り扱いされたくな
いなと考えたときに、『先パイ』というフレーズが浮かん
できたんです」（古山さん）

　グランプリ獲得の表彰式は3月25日、東京の汐留電
通ホールで執り行われました。
　「グランプリの通知が来たときは、本当かどうか信じ
られませんでした。翌日、ACジャパンに電話で確認を
したのですが、それでも半信半疑。授賞式に出てようや
く喜びを実感しました」（古山さん）
　制作メンバーの一人・山浦さんも、
　「古山さんから受賞の連絡をもらったときは、正直『自
分たちのことではない』と思っていました。表彰式では
ずっとトロフィーを抱いていたのですが、ズッシリとした
重みを感じるたびに『やり遂げた』という喜びが溢れてき
ました」と話してくれました。
　彼ら6名を指導する河合教授も、グランプリの快挙に
喜びを隠しきれない様子です。
　「ゼミで本格的に取り組んだのは2年目ですが、今年
の学生には可能性を感じていました。制作物として『モノ
になるな』と直感したのは、『先パイ』というキーワード
が出てきたときです。しかし、まさかグランプリを獲得す
るとは。まさに、嬉しい驚きでした。何しろ、本学の学生
では未だ誰も成し遂げていなかったわけですから。この
快挙は、これからさまざまな公募企画に挑戦する学生に
もいい刺激になると思います。そして、彼ら6名には、こ
の貴重な経験をぜひ今後に役立てて欲しい。がんばっ
たことが結果につながった、という成功体験を大切にし
て、さらに励んで欲しいですね」
　グランプリを受賞した、河合ゼミ制作チームの CM「渡
る世間は、みな先パイ」は、7月1日より、BS民放8局
で1年間放送される予定ですので、ぜひご覧ください。

　彼らの制作したCMは30秒。「お年寄りって何歳から？」
「年寄り扱いは嫌だなぁ」という高齢者の気持ちを起点
に、若者が高齢者を「先パイ」と呼ぶことを思いつきます。
そして、「おじいさん・おばあさん」と呼びかけるのはなく、
「先パイ」と話しかけます。この「先パイ」には、人生の先輩
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としての尊敬の念とともに、身近な存在としての親近感
を感じさせます。これらの撮影・編集は全て、学生自身の
手によるもの。また、CMに出演していただいた高齢者
の方々も皆、学生自身で出演交渉を行いました。
　「新宿キャンパスの近所に住む高齢者の方にお願いを
したのですが、最初はうまく声をかけることすらできま
せんでした。しかし、撮影を通して過去の経験やさまざ
まなお話を聞かせていただくなど、広告の制作以上に勉
強になることが多かったです。高齢者の方とのやりとり
は学校の授業では学べない貴重な体験であり、自分た
ちよりも年上の方とのコミュニケーション能力が向上し
たことが、最大の成果だったと思います」と制作メンバー
は口を揃えます。
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テーマの決定が最大の難関
試行錯誤の上「高齢者」に決定

高齢者を「先パイ」と呼ぶアイデアを
自分たちの力だけで1つの作品に

授賞式でヒシヒシと感じた喜び
「成功体験を活かして欲しい」

河合良文ゼミ制作チー
ムの皆さん。左から廣瀬
将志さん、岩崎真弓さ
ん、山浦雅彦さん、河合
良文教授、古山沙里衣
さん、樋口洸太郎さん、
井口美佳さん。


